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⽇本語に動詞主要部移動を仮定する研究を批判的に検証する。例えば英語では、疑問⽂にお
いて助動詞などの主要部が移動し、語順が変化するため、顕在的な主要部移動を観察するこ
とが容易に可能である。しかし、膠着語で主要部後続型の⽇本語では、仮に動詞が移動した
としても語順に変化は観察されない。本発表では、動詞主要部の統辞的移動が⽇本語にも存
在するという複数の先⾏研究に対して、それらの問題点を指摘し、主要部移動を想定しない
代案を提⽰することを⽬指す。 
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